
星
野
質
問

港
区
は
六
七
一
億
円
を

た
め
込
ん
で
い
る
。
わ
が
党
は
「
税
金

は
区
民
の
た
め
に
使
う
」
よ
う
要
求
し

て
き
た
。
区
民
は
長
期
不
況
、
リ
ス
ト

ラ
、
賃
下
げ
、
就
職
で
き
な
い
な
ど
で

深
刻
な
事
態
。
生
活
保
護
の
増
加
、
国

民
健
康
保
険
料
や
国
民
年
金
の
滞
納
、

就
学
援
助
の
増
加
が
続
い
て
い
る
。
小

泉
内
閣
と
自
民
・
公
明
な
ど
は
、
高
齢

者
医
療
改
悪
に
続
い
て
サ
ラ
リ
ー
マ
ン

も
二
割
か
ら
三
割
負
担
に
、
介
護
保
険

料
の
引
き
上
げ
、
雇
用
保
険
料
の
引
き

上
げ
・
給
付
削
減
、
年
金
給
付
削
減
、

さ
ら
に
、
児
童
扶
養
手
当
の
縮
小
、
消

費
税
の
免
税
点
引
き
下
げ
と
簡
易
課
税

の
廃
止
等
々
、
国
民
い
じ
め
の
政
治
を

狙
っ
て
い
る
。
銀
行
に
三
十
兆
円
を
投

入
、
銀
行
は
貸
し
は
が
し
や
金
利
の
引

き
上
げ
を
行
い
、
健
全
中
小
企
業
ま
で

「
不
良
債
権
」
に
し
「
不
良
債
権
処
理
」

に
は
更
に
税
金
投
入
。
国
民
に
は
大
幅

な
負
担
増
、
そ
れ
を
大
企
業
の
減
税
に

利
用
。
と
ん
で
も
な
い
政
治
だ
。
こ
ん

な
時
だ
か
ら
こ
そ
地
方
自
治
法
が
定
め

て
い
る
「
住
民
の
福
祉
の
増
進
を
図
る
」

こ
と
に
こ
そ
区
民
の
税
金
を
使
う
べ
き

だ
。
港
区
の
財
政
運
営
の
特
徴
の
第
一

は
、
都
と
も
関
連
し
た
福
祉
施
策
と
区

独
自
福
祉
施
策
の
削
減
、
紙
オ
ム
ツ
ま

で
も
切
り
捨
て
る
。
第
二
は
、
自
治
体

で
や
る
べ
き
仕
事
を
企
業
に
任
せ
、
行

政
の
責
任
放
棄
を
強
め
て
い
る
。
第
三

は
、
受
益
者
負
担
と
称
し
て
住
民
負
担

の
押
し
つ
け
。
こ
れ
で
は
一
体
何
の
た

め
の
自
治
体
か
。
た
と
え
国
や
都
が
や

ら
な
く
と
も
、
住
民
福
祉
の
た
め
に
必

要
な
仕
事
を
や
っ
て
こ
そ
本
当
の
自
治

体
と
い
え
る
。
一
方
で
は
都
市
再
生
と

称
し
て
大
規
模
開
発
に
引
き
続
き
巨
額

の
税
金
を
注
ぐ
。
企
業
の
要
請
で
区
道

を
廃
止
・
売
却
し
高
層
ビ
ル
建
設
に
道

を
開
き
、
超
高
級
マ
ン
シ
ョ
ン
建
設
に

多
額
な
税
金
を
投
入
す
る
。
逆
立
ち
し

た
行
政
運
営
そ
の
も
の
だ
。
大
企
業
の

巨
大
開
発
へ
の
税
金
支
出
は
や
め
、
豊

か
な
財
政
を
区
民
の
く
ら
し
、
福
祉
、

教
育
、
中
小
企
業
施
策
に
生
か
す
、
自

治
体
と
し
て
当
然
の
財
政
運
営
を
行
う

べ
き
。

区
長
答
弁

再
開
発
な
ど
へ
の
補
助

金
は
他
の
行
政
課
題
へ
の
影
響
が
な
い

よ
う
配
慮
し
つ
つ
対
応
す
る
こ
と
が
重

要
。
区
民
サ
ー
ビ
ス
の
向
上
の
た
め
適

切
な
財
政
運
営
に
努
め
る
。

（１）
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発
行

昨
年
の
港
区
議
会
第
四
回
定
例
会
（
十
一
月
二
七
日
～
十
二
月
六
日
）
の

本
会
議
で
の
代
表
質
問
の
質
疑
の
要
旨
を
前
号
に
引
き
続
き
ご
報
告
い
た
し

ま
す
。
ご
意
見
、
ご
感
想
な
ど
お
寄
せ
い
た
だ
け
れ
ば
幸
い
で
す
。

み
な
さ
ん
の
ご
支
援
で
区
議
会
に
送
り

出
し
て
頂
き
十
二
年
が
経
過
し
ま
し
た
。

こ
の
間
、
み
な
さ
ん
と
力
を
合
わ
せ
数
々

の
成
果
を
上
げ
る
こ
と
が
で
き
ま
し
た
。

し
か
し
港
区
は
「
財
政
難
」
を
口
実
に
、

福
祉
や
教
育
、
中
小
企
業
対
策
を
次
々
と

削
り
、
六
七
一
億
円
も
の
お
金
を
た
め
込

む
一
方
、
大
企
業
中
心
の
巨
大
ビ
ル
建
設

に
は
莫
大
な
税
金
を
投
入
す
る
な
ど
区
民

犠
牲
の
政
治
を
続
け
て
き
ま
し
た
。

福
祉
・
教
育
な
ど
区
民
へ
の
支
援
を
強

め
、
区
民
本
位
の
街
づ
く
り
を
す
る
こ
と

こ
そ
地
方
自
治
体
本
来
の
役
割
で
は
な
い

で
し
ょ
う
か
。

長
引
く
不
況
の
中
『
区
民
が
主
人
公
』

の
区
政
実
現
の
た
め
に
、
「
豊
か
な
財
政

を
区
民
の
た
め
に
」
と
訴
え
る
七
名
の
日

本
共
産
党
区
議
団
の
果
た
す
役
割
は
益
々

大
き
く
な
っ
て
い
ま
す
。

今
年
も
引
き
続
く
ご
支
援
を
心
よ
り
お

願
い
致
し
ま
す
。

日
本
共
産
党
港
区
議
会
議
員

星
野
た
か
し

「区
民
が
主
人
公
』の
区
政
を
ご
一
緒
に

昨
年
十

二
月
十
一

日
、
日
本

医
師
会
な

ど
四
団
体

は
「
雇
用
者
保
険
の
三
割
自
己
負
担
の
実

施
凍
結
」
「
高
齢
者
の
自
己
負
担
軽
減
」

な
ど
を
掲
げ
、
国
民
的
運
動
を
展
開
す
る

と
の
共
同
声
明
を
発
表
し
ま
し
た
。
二
四

日
の
ク
リ
ス
マ
ス
イ
ブ
に
は
銀
座
な
ど
で
、

四
団
体
の
会
長
さ
ん
が
先
頭
に
立
ち
共
同

で
ビ
ラ
配

布
な
ど
の

宣
伝
活
動

が
行
わ
れ

ま
し
た
。

道
行
く
人

か

ら

は

「
お
医
者

さ
ん
も
立

ち
上
が
っ

て
く
れ
心

強
い
」
な

ど
共
感
の
声
が
次
々
と
寄
せ
ら
れ
ま
し
た
。

こ
れ
ま
で
全
国
各
地
の
医
師
会
、
歯
科
医

師
会
は
自
民
・
公
明
な
ど
与
党
が
強
行
し

た
医
療
制
度
の
「
国
民
負
担
増
法
案
」
の

撤
回
を
求
め
る
決
議
を
相
次
い
で
行
っ
て

い
ま
し
た
。

ま
た
、
全
国
老
後
保
障
地
域
団
体
連
絡

会
も
「
医
療
改
悪
許
さ
な
い
」
と
十
二
月

二
十
日
か
ら
寒
風
が
吹
き
す
さ
ぶ
中
、
厚

生
労
働
省
前
で
九
七
時
間
も
の
座
り
込
み

を
断
行
し
ま
し
た
。
元
志
田
町
診
療
所
所

長
の
稲
垣
元
博
さ
ん
（
八
三
歳
）
は
、

「
座
り
込
み
の
お
年
寄
り
の
健
康
が
心
配
」

と
現
地
に
駆
け
付
け
激
励
し
ま
し
た
。

日
本
共
産
党
は
昨
年
九
月
、
医
療
を
は

じ
め
社
会
保
障
の
国
民
負
担
増
中
止
な
ど

「
四
つ
の
緊
急
要
求
」
を
掲
げ
、
広
範
な

国
民
の
共
同
を
呼
び
か
け
ま
し
た
。
「
負

担
増
は
中
止
し
ろ
」
の
共
同
の
輪
を
更
に

広
げ
、
小
泉
内
閣
の
狙
い
を
打
ち
砕
く
た

め
に
署
名
運
動
に
ご
協
力
下
さ
い
。

高
齢
者
も
座
り
込
み
で
訴
え

日
本
医
師
会

歯
科
医
師
会

薬
剤

師
会

看
護
協
会
も
絶
対
反
対

署
名
に
ご
協
力
下
さ
い

銀
座
で
「
患
者
負
担
増
反
対
」
を

訴
え
る
四
団
体
の
各
会
長
さ
ん

血
圧
を
測
り
な
が
ら
座
り
込
み
を

激
励
す
る
稲
垣
元
博
さ
ん
（
左
端
）



昨
年
十
二
月
の
区
議
会
で
、
中
学
校

の
普
通
教
室
に
エ
ア
コ
ン
を
設
置
す
る

補
正
予
算
が
成
立
し
ま
し
た
。
春
休
み

や
五
月
の
連
休
な
ど
に
工
事
を
行
い
、

今
年
の
夏
に
は
涼
し
い
環
境
で
勉
強
が

で
き
る
こ
と
に
な
り
ま
す
。
小
学
校
に

つ
い
て
も
区
は
、
「
来
年
夏
か
ら
の
利

用
に
向
け
て
早
期
の
整
備
に
努
め
る
」

（
党
区
議
団
の
質
問
へ
の
答
弁
）
と
し

て
い
ま
す
。

こ
の
間
区
議
団
は
、
一
貫
し
て
幼
稚

園
、
小
・
中
学
校
へ
の
エ
ア
コ
ン
設
置

の
実
現
を
求
め
、
昨
年
九
月
の
議
会
で

は
「
来
年
の
夏
に
間
に
合
う
よ
う
補
正

予
算
を
組
む
べ
き
」
と
提
案
し
て
い
ま

し
た
。
四
つ
の
中
学
校
の
Ｐ
Ｔ
Ａ
会
長

連
名
の
請
願
や
教
職
員
組
合
の
請
願
が

全
会
一
致
で
採
択
さ
れ
、
全
小
学
校
Ｐ

Ｔ
Ａ
会
長
連
名
の
陳
情
書
が
区
長
に
提

出
さ
れ
る
な
ど
、
み
な
さ
ん
の
運
動
が

大
き
く
広
が
る
な
か
で
実
現
し
た
も
の

で
す
。

小
諸
高
原

学
園
を
廃
止

す
る
条
例
が
、

自
民･

公
明･

か
が
や
き･

一
票
の
会
の

賛
成
で
成
立

し
ま
し
た
。

第
四
回
定

例
会
区
議
会

の
区
民
文
教
委
員
会
で
審
議
さ
れ
、
採

決
で
は
賛
成
四
（
自
民
・
公
明
・
か
が

や
き
・
一
票
の
会
）
、
反
対
四
（
共
産
・

区
民
ク
ラ
ブ
）
で
賛
否
同
数
、
こ
う
い

う
状
況
で
「
廃
止
を
強
行
す
べ
き
で
な

い
」
と
の
意
見
を
無
視
し
、
委
員
長

（
川
村
蒼
市
・
自
民
党
維
新
の
会
）
の

判
断
で
可
決
を
強
行
し
ま
し
た
。

九
月
議
会
で
指
摘
を
受
け
て
、
教
育

委
員
会
が
そ
れ
以
後
行
っ
た
耐
震
診
断

（
図
面
に
よ
る
）
や
、
新
た
に
自
然
体

験
教
室
の
考
え
方
な
ど
が
示
さ
れ
る
な

ど
、
論
議
が
不
十
分
な
中
、
教
育
委
員

会
の
廃
止
先
に
あ
り
き
の
姿
が
い
っ
そ

う
明
ら
か
に
な
り
ま
し
た
。
そ
れ
を
容

認
し
た
自
民
・
公
明
な
ど
の
態
度
は
区

民
の
批
判
を
浴
び
る
こ
と
に
な
り
ま
す
。

本
会
議
で
は
、
共
産
党
と
区
民
ク
ラ
ブ

が
廃
止
反
対
の
討
論
を
行
い
、
採
決
で

は
、
共
産
党
と
区
民
ク
ラ
ブ
（
の
内
民

主
党
３
人
の
内
２
名
・
社
民
党
）
が
反

対
し
ま
し
た
。

教
育
委
員
会
で
廃
止
を
決
定
す
る
に

あ
た
り
、
Ｐ
Ｔ
Ａ
や
利
用
し
て
い
る
青

少
年
団
体
な
ど
意
見
は
ま
っ
た
く
聞
い

て
い
な
い
と
い
う
ひ
ど
い
も
の
で
す
。
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日
本
共
産
党
区
議
団
は
、
機
会
あ
る

ご
と
に
財
源
確
保
に
つ
い
て
の
提
案
を

行
っ
て
き
ま
し
た
。
第
四
回
定
例
区
議

会
の
代
表
質
問
で
も
四
つ
の
提
案
を
行

い
ま
し
た
。

①
東
電
や
Ｎ
Ｔ
Ｔ
な
ど
の
道
路
占
用

料
な
ど
の
占
用
料
を
、
大
企
業
が
占
用

す
る
こ
と
で
得
る
利
益
に
ふ
さ
わ
し
い

も
の
に
改
正
す
る
。
②
路
上
パ
ー
キ
ン

グ
メ
ー
タ
ー
の
占
用
料
の
徴
収
と
、
区

道
上
の
パ
ー
キ
ン
グ
の
収
入
を
区
に
還

元
さ
せ
る
。
③
施
設
建
設
や
運
営
費
に

お
け
る
超
過
負
担
の
解
消
を
国
に
求
め

る
。
例
え
ば
氷
川
小
学
校
跡
地
の
児
童

館
併
設
の
赤
坂
六
丁
目
特
養
ホ
ー
ム
は
、

建
設
費
な
ど
で
三
一
億
円
余
の
経
費
で

す
が
、
国
と
都
の
補
助
金
は
八
億
五
千

万
円
余
に
す
ぎ
ず
、
約
十
億
円
の
超
過

負
担
で
す
。
保
育
園
運
営
費
で
の
超
過

負
担
は
二
〇
〇
一
年
度
決
算
で
二
〇
億

七
千
九
百
万
円
、
運
営
費
の
六
一
・
一

七
％
分
に
も
な
り
ま
す
。
こ
れ
を
解
決

す
る
た
め
に
区
民
と
と
も
に
国
に
改
善

を
迫
る
。
④
高
い
起
債
の
繰
り
上
げ
償

還
を
実
現
さ
せ
る
こ
と
。
現
在
、
六
％

を
超
す
起
債
残
高
は
四
九
億
円
強
で
す
。

繰
り
上
げ
償
還
が
実
現
す
れ
ば
、
利
子

分
一
七
億
円
以
上
の
節
約
が
で
き
ま
す
。

財
源
確
保
に
つ
い
て
提
案

真夏には４０度にもなる教室。エアコン設置は子
どもたちや父母､学校関係者の切実な要望でした

Ｐ
Ｔ
Ａ
な
ど
の
運
動
と
共
産
党
の
提
案
が
実
る

自
民･

公
明･

か
が

や
き･

一
票
の
会
が

東
京
都
は
、
４
０
０
㎡
以
下
の
非
住

宅
用
地
の
固
定
資
産
税
２
割
減
免
を
来

年
度
も
継
続
す
る
と
発
表
し
ま
し
た
。

区
民
の
み
な
さ
ん
の
粘
り
強
い
運
動

の
大
き
な
成
果
で
す
。

共
産
党

議
員
団
は
、

「
高
い
固

定
資
産
税

か
ら
営
業

と
住
ま
い
を
守
る
会
」
と
と
も
に
、

区
民
の
「
な
ぜ
固
定
資
産
税
は
下
が

ら
な
い
の
か
」
と
い
う
声
を
示
し
、

不
服
申
し
立
て
や
都
税
事
務
所
交
渉

な
ど
に
取
り
組
ん
で
き
ま
し
た
。

２
割
減
免
を
来
年
度
以
降
も
継
続

さ
せ
る
た
め
、
都
議
会
に
、
「
来
年

度
以
降
も
減
免
を
継
続
す
る
こ
と
」

な
ど
の
請
願
署
名
に
取
り
組
み
、
１

６
０
０
名
も
の
署
名
が
寄
せ
ら
れ
ま

し
た
。
こ
の
多
く
の
声
が
、

２
割
減
免
継
続
に
結
び
つ
き

ま
し
た
。

こ
の
請
願
に
は
、
日
本
共

産
党
、
生
活
者
ネ
ッ
ト
、
自

治
市
民
が
紹
介
議
員
と
な
り
、

都
議
会
に
提
出
し
ま
し
た
。

自
民
、
公
明
、
民
主
の
各

党
は
紹
介
議
員
に
な
り
ま
せ

ん
で
し
た
。

固
定
資
産
税

の
二
割
減
免

みなさんの要求と運動が
東京都を動かす

非
住
宅

用
地

不
況
の
中
が
ん
ば
て
い
る
み
な

さ
ん
に
朗
報

本会議で質問する星野議員(11月27日)


